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３
月
25
日
付

毎
日
新
聞
朝
刊

の
記
事
に
よ
れ

ば
、
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発

３
号
機
の
復
旧

作
業
に
あ
た
っ

て
い
た
作
業
員
３
人
が
被
ば

く
し
た
と
い
う
▼
３
人
の
労

働
者
は
、
協
力
会
社（
？
）の

社
員
で
あ
る
。
よ
く
よ
く
記

事
を
読
む
と
３
次
下
請
け
の

会
社
で
あ
る
。
労
働
者
は
放

射
能
物
質
を
含
ん
だ
水
の
な

か
に
長
靴
を
は
か
ず
短
い
靴

で
作
業
を
続
け
た
と
し
て
い

る
。
専
門
家
に
よ
れ
ば
「
放

射
線
を
含
む
可
能
性
の
あ
る

水
の
近
く
で
の
作
業
は
、
長

靴
を
は
く
な
ど
防
護
対
策
を

と
る
の
が
常
識
で
あ
る
」
と

し
て
い
る
▼
東
京
電
力
の
記

者
会
見
は
何
度
と
な
く
Ｔ
Ｖ

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、「
詳

細
は
不
明
」
な
ど
東
京
電
力

に
は
隠
蔽
体
質
が
あ
る
よ
う

に
写
っ
て
な
ら
な
い
。
あ
れ

だ
け
の
真
水
や
海
水
を
注
入

し
て
い
る
の
だ
か
ら
ど
こ
か

に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
、
素
人
の
私
に
も
わ
か
る

こ
と
だ
。
さ
ら
に
、
い
の
ち

に
関
わ
る
危
険
な
復
旧
作
業

を
下
請
け
会
社
に
ま
か
せ
、

し
か
も
安
全
対
策
も
な
お
ざ

り
。
大
企
業
東
京
電
力
の
体

質
が
こ
れ
ら
の
こ
と
に
表
れ

て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
▼
下
請
け
会
社
は
「
誰
か

が
や
ら
ね
ば
」
と
い
う
苦
し

い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
。
文
字
通
り
労
働
者
の
い

の
ち
が
か
か
っ
て
い
る
。
万

全
の
防
護
・
安
全
対
策
そ
し

て
情
報
の
全
面
開
示
を
東
京

電
力
に
求
め
た
い
。 

（
Ｏ
）

東日本大震災
救援活動に全力を

被
災
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録 

受
付
中

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

２
週
間
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

死
者
・
行
方
不
明
者
は
２
万
７

千
人
（
３
／
27
現
在
）
を
超

え
、
避
難
者
も
24
万
人
に
達
す

る
と
い
う
未
曽
有
の
被
害
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
地
震
・

津
波
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
、
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
地
震
・
津
波

に
よ
っ
て
、
自
治
体
機
能
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
地
方
自
治

体
も
あ
り
、
専
門
知
識
を
有
す

る
自
治
体
職
員
の
緊
急
か
つ
継

続
的
な
現
地
派
遣
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

府
職
労
は
、
地
震
発
生
後
直

ち
に
、
府
当
局
に
対
し
、
自
治

体
と
し
て
住
民
の
安
心
・
安
全

・
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
積
極

的
な
支
援
を
行
う
よ
う
当
局
に

申
し
入
れ
を
行
い
、
府
職
労
も

全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
表

明
し
、
支
援
カ
ン
パ
な
ど
の
と

り
く
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
府
職
労
は
「
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
府
職
労

の
対
応
、
基
本
的
な
考
え
方
」

に
基
づ
き
、
と
り
く
み
を
進
め

ま
す
。
当
面
は
、
支
援
カ
ン
パ

を
継
続
し
て
と
り
く
む
と
と
も

に
、
自
治
労
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

「
被
災
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
」
を
積
極
的
に
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
被

災
者
の
救
援
、
一
日
も
早
い
被

災
地
の
復
興
を
め
ざ
し
、
組
合

員
・
職
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　次の各項目を記載のうえ、電話・メー
ル・FAXで府職労までご連絡ください。
●職場名・氏名・性別・年齢
●自宅住所・電話番号・携帯電話番号
●連絡可能なメールアドレス
●協力できる内容
　①現地での支援活動（可能な日数）
　②府内での受入支援
　③物資の提供
　④その他

　

震
災
支
援
の
輪
が
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
こ
の
時
期

に
、
来
年
度
の
新
規
採
用
者

が
入
庁
さ
れ
ま
す
。
関
西
財

界
の
要
請
に
応
え
る
大
規
模

開
発
行
政
で
な
く
、
安
全
・

安
心
の
街
づ
く
り
な
ど
大
い

に
新
規
採
用
者
や
府
職
労
に

加
入
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
方

と
の
対
話
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。

　

府
職
労
は
、
今
回
「
つ
な

が
れ
ば
力
に
な
る
。
あ
な
た

の
た
め
、
府
民
の
た
め
に
頼

れ
る
労
働
組
合
府
職
労
で

す
」
と
い
う
パ
ン
フ
を
作
成

し
ま
し
た
。
新
規
採
用
者
へ

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
府
職

労
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

と
の
対
話
の
材
料
に
大
い
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

水
ま
で
被
害
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
安
全
・

安
心
そ
し
て
命
を

ま
も
る
自
治
体
の

あ
り
方
が
鋭
く
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

ベ
イ
エ
リ
ア
再
開

発
の
起
爆
剤
と
し

て
本
庁
機
能
の
一

部
を
咲
洲
（
Ｗ
Ｔ

Ｃ
）
庁
舎
へ
強
引

に
移
転
さ
せ
て
い

た
。
23
日
箕
面
で

開
催
さ
れ
た
「
大

阪
都
構
想
」
学
習

会
の
な
か
で
も
府

民
か
ら
府
庁
舎
移

転
に
つ
い
て
は
疑

問
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

３
月
11
日
発
生
し
た
東
北

関
東
大
震
災
は
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
最
大

規
模
の
地
震
と
大
津
波
そ
し

て
安
全
神
話
が
破
綻
し
た
原

発
に
よ
る
３
重
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
日
々
拡
大
し

て
い
る
深
刻
な
事
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
、
農

産
物
や
原
乳
を
は
じ
め
水
道

新
し
い
仲
間
を

府
職
労
に
迎
え
よ
う

東日本大震災における府職労の対応、基本的な考え方
2011.3.28　第21回執行委員会

（１）今回の東日本大震災は、死者・行方不明者が２万７千人（３／
27現在）を超え、避難者も24万人に達するという未曽有の被害となっ
ています。地震・津波により自治体機能に支障をきたしている地方自
治体もあり、専門知識を有する自治体職員の緊急かつ長期・継続的な
現地派遣も求められています。大阪府も自治体として、住民の安心、
安全、健康を守る立場から積極的な支援を行うよう当局に求めるとと
もに、府職労も全面的に協力します。
　また、府職労が行うボランティア活動に対し、情報提供も含め、全面
的に協力するとともに、ボランティア休暇を復元することを求めます。
（２）被災地への職員の派遣にあたっては、安全確保を最優先すると
ともに、長期間の派遣は肉体的・精神的にも負担が大きくなるため、
職員を一定期間でローテーションするなど、配慮するよう求めます。
また、現地での労働実態を正しく把握するとともに、帰阪した職員の
メンタルケアや被ばくに関する健康診断など、適切な健康管理を行う
よう求めます。
（３）職員派遣、被災者受け入れなど、被災地（者）支援・復興のた
め、職員の業務量の増加、緊急の財政措置も必要となります。こうし
たことに対応できるようイルミネーション事業や高速道路建設など不
要不急の事業を凍結するとともに、災害による被害を最小限に抑えら
れるよう、都市計画そのものを再検討するよう求めます。
（４）大阪府は基礎自治体（市町村）を補完する役割を発揮し、今回
の震災のような大規模災害や緊急事態にも十分に対応できるよう現在
強行している人員削減方針を直ちにあらためるべきです。また、こう
した災害に対応するためには、高い専門性を有する職員が不可欠で
す。職員の削減、委託・非常勤化を直ちに見直すよう求めます。
（５）橋下府政は、財政難を理由に、災害関連予算や救命救急医療予
算などを削減し続けています。今回の震災でも、ドクターヘリや救命
救急センター、ハイパーレスキュー隊などの重要な役割が明らかにな
っています。災害関連予算や救命救急医療予算の削減をやめ、充実す
るよう求めます。
（６）これまでも指摘し続けてきたように、今回の地震の影響で、府
内最大と言われる被害の出た咲洲庁舎（旧ＷＴＣビル）が防災拠点と
ならないことは明らかです。咲洲庁舎への移転計画は直ちに中止し、
大手前本庁舎の耐震補強、改修を行い、防災拠点として整備するよう
求めます。また、河川・橋梁などの点検・補修や原子力発電に依存し
ないエネルギー政策への転換など、災害に強い街づくりを求めます。

被災者支援ボランティア被災者支援ボランティア
登録方法登録方法

　府職労ホームページの「登録フォ
ーム」からも登録できます。

ま
す
が
、
今
回
の
震
災
で
、

防
災
拠
点
に
な
り
え
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

新入職員のみなさん
入庁おめでとう
ございます

３
月
30
日
に
救
援
物
資
第
一
弾
が
出
発


